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第
四
章
の
「
土
着
論
」
に
入
れ
ば
、
そ
の
、
第
一
節
の
「
序
説
」
に
於
い
て
も
、
武
士
土
着
論
の
思
想
を
一
括
し
て
、
「
武
士
階

級
の
窮
追
が
、
兵
農
分
離
し
て
、
彼
等
が
非
生
産
者
化
し
た
と
こ
ろ
に
根
因
が
あ
る
と
の
着
眼
の
下
に
、
再
び
か
つ
て
の
白
然
経
済

的
な
、
自
給
自
足
に
立
ち
辰
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
武
士
土
着
論
の
主
張
」
　
と
せ
ら
れ
（
本
書
．
一
〇
七

頁
）
、
こ
こ
で
も
、
本
書
を
一
貫
す
る
、
発
展
史
的
見
地
（
彗
言
一
・
夢
冒
霊
胴
鶉
ｇ
｛
ｏ
巨
一
争
）
に
立
脚
し
て
の
研
究
方
法
が
、
採
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ン
、
の
第
二
節
の
「
土
着
必
須
論
」
に
於
い
て
は
、
例
に
よ
り
、
広
く
、
諾
家
の
思
想
が
、
紹
介
、
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
、
荻
生
但
休
の
「
政
談
」
を
引
用
し
て
、
「
こ
の
「
政
談
」
は
、
享
保
年
間
（
西
．
一
七
二
〇
年
前
後
）
著
者
が
し

ば
し
ば
幕
府
要
路
者
の
諮
－
間
に
対
し
、
内
密
に
、
し
か
も
ご
く
卒
直
に
、
政
治
へ
の
意
見
を
開
陳
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
経
済
学

者
の
著
述
の
中
で
、
最
も
完
備
し
た
も
の
の
一
つ
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
」
　
と
解
題
さ
れ
た
一
節
は
、
凡
そ
、
江
戸
時
代
の
経
済
論

の
性
格
を
理
解
す
る
上
に
於
い
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
（
本
書
。
一
一
〇
頁
）
、
江
戸
時
代
の
経
済
掌
説
は
、
大
抵
は
、
政
治
論
で

あ
り
、
時
務
論
で
あ
る
。
却
ち
、
系
統
あ
る
経
済
学
と
し
て
の
原
理
、
原
則
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
、
時
事
問
題
と
し

て
の
議
論
で
あ
っ
た
。



　
次
に
、
租
株
の
土
着
必
須
論
に
移
り
、
　
「
諾
大
名
一
年
が
わ
り
に
御
城
下
に
詰
居
れ
ば
、
一
・
年
狭
み
の
旅
宿
也
、
御
旗
本
の
諾
士

と
も
常
に
江
戸
に
て
、
常
住
○
旅
宿
也
、
諸
大
名
の
家
中
も
大
彬
共
城
下
に
聚
居
て
、
面
六
〇
知
行
所
に
屠
ら
さ
れ
ば
旅
宿
な
る
上

に
、
近
年
は
江
戸
勝
手
の
家
来
次
第
に
多
く
成
る
、
是
等
の
如
き
、
総
じ
て
武
士
と
云
る
る
程
の
者
の
旅
宿
な
ら
ぬ
は
一
人
も
無

し
」
、
「
其
子
細
は
、
衣
食
住
を
初
め
、
箸
一
本
も
買
調
へ
ね
ば
成
ら
ぬ
故
旅
宿
也
」
、
「
依
之
御
城
下
の
町
人
盛
に
た
り
、
世
界
次
第

に
縮
り
、
物
の
値
段
次
第
に
高
直
に
成
て
、
武
家
の
困
窮
当
時
に
至
て
は
最
早
す
べ
き
よ
う
も
無
な
り
た
り
」
等
が
摘
録
、
引
用
さ

れ
て
屠
る
が
、
見
等
に
よ
っ
て
、
白
然
経
済
が
進
展
し
て
、
貨
幣
経
済
に
入
る
様
相
が
、
如
実
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
目
木
の

貨
幣
径
済
は
、
漸
く
、
元
禄
頃
よ
り
発
達
し
、
而
か
も
、
共
初
め
は
、
都
市
を
中
心
と
し
て
、
進
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
是
蜜
リ
○
経

済
事
実
が
、
当
時
の
思
想
家
の
立
論
に
反
映
さ
れ
て
、
頗
る
興
味
あ
り
、
而
か
も
著
者
が
、
是
等
の
事
実
を
説
明
せ
ん
と
し
て
、
夫

々
の
大
部
の
述
作
か
ら
、
要
処
を
採
択
収
録
さ
れ
た
苦
心
は
、
実
に
、
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
禄
時
代
は
、
一
般
に
、

上
、
下
共
に
、
風
俗
、
華
美
に
流
れ
、
ン
、
○
原
因
は
、
一
般
に
、
元
和
優
武
以
来
、
氏
の
太
平
に
馴
れ
し
事
実
に
求
め
ら
れ
て
居
る

が
、
経
済
史
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
当
時
パ
次
第
に
顕
著
化
し
て
来
た
貨
幣
経
済
こ
そ
、
そ
の
根
因
で
あ
り
、
本
書
に
引
用
さ
れ
た
、

１
狙
休
の
「
政
談
」
中
の
、
　
「
大
勢
の
武
家
御
城
下
に
集
居
ゆ
へ
、
火
災
も
繁
く
、
其
上
常
の
居
住
な
る
ゆ
へ
、
女
子
足
手
纏
に
成
、

財
宝
に
心
引
か
れ
、
火
を
消
こ
と
も
な
ら
ず
、
其
上
町
人
の
風
俗
と
傾
城
町
野
郎
町
の
風
儀
武
家
に
移
り
、
風
俗
悪
き
慰
多
き
所
な

れ
ば
、
武
芸
学
文
の
嗜
も
薄
く
な
り
、
叉
不
断
御
城
下
に
有
て
馴
染
に
な
る
ゆ
へ
、
公
儀
を
も
鵜
呑
に
し
て
上
を
恐
る
る
心
も
薄
く
、

行
儀
を
嗜
と
云
ば
、
軟
弱
に
し
て
公
家
上
鳩
の
如
く
、
行
儀
に
構
ざ
れ
ば
、
放
逸
無
漸
に
し
て
町
奴
の
様
に
成
、
畢
寛
は
風
俗
の
移

す
所
也
」
の
一
節
に
よ
っ
て
も
、
　
（
本
書
．
一
一
四
頁
）
此
の
間
の
事
情
は
、
教
え
ら
れ
る
と
思
う
二
更
ら
に
、
狙
休
は
、
武
士
を
土

着
さ
せ
、
ン
、
の
知
行
所
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
、
浸
潤
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
貨
幣
経
済
よ
り
脱
却
し
て
、
自
然
経
済
を
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営
み
得
る
と
し
て
、
　
「
米
を
妄
り
に
不
売
武
家
に
し
め
置
く
時
は
、
商
人
も
金
を
米
に
せ
ず
し
て
。
な
ら
ぬ
故
、
商
人
殊
の
外
に
迷

　
惑
し
て
、
諾
色
の
直
段
は
心
の
儘
に
下
る
べ
し
、
是
は
・
王
客
の
勢
と
云
う
者
也
、
当
時
は
旅
宿
○
境
界
な
る
故
、
金
無
て
は
な
ら
ぬ

　
故
、
米
を
う
り
て
金
に
し
て
商
人
よ
り
、
物
を
買
い
て
月
六
を
送
る
こ
と
な
れ
ば
、
商
人
主
と
成
っ
て
、
武
家
は
客
也
、
故
に
諾
色

　
の
直
段
武
家
の
心
蟹
に
な
ら
ぬ
こ
と
也
、
武
家
皆
知
行
所
に
住
す
る
時
は
、
不
売
米
に
事
す
む
故
、
商
人
米
を
欲
し
か
る
こ
と
な
れ

　
ば
、
武
家
主
と
な
り
て
、
商
人
客
也
、
さ
れ
ば
諾
色
の
直
段
は
、
武
家
の
心
蟹
に
成
る
事
也
、
共
れ
皆
な
聖
人
の
広
大
甚
深
な
る
智

　
慧
よ
り
出
た
る
万
古
不
易
の
捷
也
」
と
説
き
（
本
書
二
一
八
頁
）
、
土
着
し
た
武
士
が
、
自
給
自
足
し
、
妄
り
に
、
米
を
売
ら
ぬ
様

　
に
す
れ
ば
、
今
巳
の
武
士
商
人
の
関
係
は
、
主
客
転
倒
し
、
商
人
を
抑
圧
し
、
諾
物
価
は
、
武
士
の
意
の
ま
ま
に
成
る
と
考
え
た
の

　
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
凡
そ
、
学
説
な
る
も
○
は
、
其
の
処
に
於
け
る
一
般
の
土
地
、
風
俗
に
似
る
も
の
で
あ
り
、

　
独
り
、
学
説
の
み
な
ら
ず
、
総
て
の
制
度
、
文
物
、
悉
く
、
共
の
土
地
の
風
俗
に
陶
治
せ
ら
れ
、
政
治
、
文
学
、
宗
教
、
共
の
他
社

　
会
一
般
の
事
物
は
、
概
ね
、
其
の
地
方
に
於
け
る
特
徴
を
帯
び
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
交
通
機
関
の
発
達
が
幼
稚
で
、
地

　
現
的
障
碗
が
勢
力
を
有
し
た
り
し
当
時
に
あ
っ
て
は
、
一
層
、
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
経
済
思
想
に
し

　
て
も
、
江
戸
の
学
説
と
、
京
都
ｏ
学
説
と
は
、
大
い
に
異
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
徳
川
時
代
、
我
が
京
都
に
於
い
て
、
最
も
勢
力

　
の
あ
っ
た
学
派
は
、
伊
藤
仁
斎
及
び
東
涯
を
中
心
と
す
る
、
所
謂
、
堀
川
学
派
で
あ
り
、
是
に
対
し
、
江
戸
に
あ
っ
て
は
、
狙
休

　
の
思
想
を
奉
ず
る
詐
園
学
派
が
あ
り
、
前
者
が
蕩
六
た
る
王
道
を
説
き
、
経
済
の
要
は
、
王
者
が
共
の
氏
を
祝
る
こ
と
、
我
が
子
の

　
如
く
、
民
亦
共
の
君
に
対
す
る
こ
と
、
我
が
父
母
Ｏ
如
く
す
可
き
を
説
き
た
ろ
に
反
し
、
後
者
は
、
頗
る
覇
道
を
説
き
、
威
を
以
っ

　
て
、
民
に
臨
む
可
き
を
教
え
、
法
を
以
っ
て
、
之
を
制
せ
ん
と
し
た
ｏ
で
あ
る
一
か
～
、
し
て
、
堀
川
学
派
は
、
孔
孟
の
道
を
説
き
、

　
「
制
度
通
」
を
著
わ
し
て
、
王
制
の
美
を
礼
賛
し
、
藷
園
学
派
は
、
「
政
談
」
を
上
っ
て
、
覇
政
の
要
道
を
喝
え
た
○
で
あ
る
、
即
ち
、



当
時
、
杜
会
の
大
問
題
〇
一
た
り
し
米
価
○
こ
と
に
就
い
て
も
、
　
「
東
涯
独
筆
」
中
に
、
　
「
凡
事
貴
適
中
、
穀
価
之
変
、
甚
貴
共
賎

皆
能
致
害
」
と
説
き
、
以
っ
て
、
平
羅
常
平
の
要
を
主
張
し
た
る
に
対
し
、
租
休
は
、
本
書
の
著
者
が
展
六
引
用
さ
れ
た
如
く
（
本

書
、
二
四
頁
以
下
）
、
武
士
土
走
論
を
・
王
張
し
、
　
「
武
家
と
百
姓
と
は
田
地
よ
り
別
の
波
世
は
無
く
て
常
住
の
も
○
な
れ
ば
只
武
家

と
百
姓
の
都
合
宜
し
き
様
に
す
る
が
政
治
の
根
本
な
り
」
と
述
べ
、
封
建
的
の
思
想
を
以
っ
て
、
唯
、
士
農
の
み
を
重
祝
し
た
の
、
て

あ
る
。
こ
れ
、
実
に
、
東
涯
が
優
美
な
、
文
の
都
に
、
入
に
な
っ
た
に
対
し
、
狙
休
は
武
の
都
に
在
っ
て
、
そ
の
境
界
か
ら
、
影
響

を
受
け
た
こ
と
も
、
そ
の
思
想
に
、
夫
友
特
色
を
持
た
し
め
こ
と
の
一
因
で
あ
る
と
思
う
。

　
余
事
に
亘
る
様
で
は
あ
る
が
、
租
株
の
思
想
の
一
端
を
推
知
す
る
の
料
ど
し
て
、
こ
こ
に
、
租
株
擬
偉
書
な
る
も
の
を
、
紹
介
す

る
。
こ
れ
は
、
狙
休
が
、
赤
棟
の
義
士
処
肝
方
に
付
、
徳
川
幕
府
の
下
問
に
対
し
、
奉
答
し
た
も
の
で
、
熊
本
藩
主
細
川
家
へ
伝
わ

り
、
熊
本
人
の
原
口
謙
の
藏
書
中
よ
り
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
、
次
の
如
く
、
て
あ
る
、
　
「
義
は
已
を
潔
く
す
る
の

道
に
し
て
、
法
は
天
下
ｏ
規
短
な
り
、
礼
を
以
て
心
を
制
し
義
を
以
て
事
を
制
す
、
今
四
十
六
士
共
主
の
為
に
麟
を
報
ず
る
は
、
是

侍
た
る
者
の
班
を
知
る
な
り
、
己
を
潔
く
す
る
道
に
し
て
、
共
事
は
義
な
り
と
難
も
、
共
党
に
隈
る
事
な
れ
ば
、
畢
寛
は
私
Ｏ
論
り
、

共
ゆ
え
ん
の
も
ｏ
は
、
元
是
長
矩
殿
中
を
不
偉
共
罪
に
処
せ
ら
れ
し
を
、
又
候
吉
良
氏
を
以
て
為
仇
、
公
義
ｏ
免
許
も
な
き
に
騒
動

を
企
る
事
、
法
に
於
て
許
さ
ざ
る
所
也
、
今
四
十
六
士
ｏ
外
を
決
せ
し
め
、
侍
の
礼
を
以
て
切
腹
に
処
せ
ら
る
る
も
の
な
ら
ば
、
上

杉
家
も
空
し
か
ら
ず
し
て
、
彼
等
が
忠
義
を
軽
ぜ
ざ
る
○
道
理
、
尤
公
論
と
云
う
べ
し
、
若
私
論
を
以
て
公
諭
を
害
せ
ば
、
此
以
後

天
下
Ｏ
沫
は
立
べ
か
ら
ヂ
、
荻
生
値
有
衡
門
」
、
瑚
川
学
派
と
該
閏
学
派
と
は
、
ン
、
〇
一
休
Ｏ
諭
汁
に
於
い
て
、
大
な
ろ
相
違
が
認

め
ら
れ
る
Ｏ
で
あ
る
、
前
者
は
、
平
六
蕩
六
、
王
道
を
説
タ
、
」
、
経
済
Ｏ
要
は
、
王
考
が
、
共
Ｏ
民
を
祝
る
こ
と
、
子
Ｏ
如
く
し
、
昆

亦
共
粛
に
対
す
る
は
父
母
の
如
く
に
し
て
、
互
に
、
保
護
愛
戴
す
べ
し
と
せ
る
に
反
し
、
後
者
は
、
専
ら
、
覇
道
を
説
き
、
民
を
氏
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と
し
て
治
め
、
威
を
以
っ
て
、
是
に
臨
み
、
渋
を
以
っ
て
、
是
を
縄
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
叉
、
前
者
が
、
経
典
を
釈
し
て
、
孔

孟
の
道
を
説
き
、
王
制
の
美
を
述
べ
た
る
に
対
し
、
後
者
は
、
”
鈴
録
〃
や
、
著
は
し
て
、
兵
牟
、
説
々
、
明
律
を
釈
し
て
、
刑
名
を
正
一

し
、
　
「
政
談
」
を
上
っ
て
、
　
「
当
節
は
米
を
売
り
て
金
に
し
て
商
人
よ
り
物
を
買
い
て
日
々
を
送
る
こ
・
戸
し
な
れ
ば
商
人
主
と
な
り
て

武
家
は
客
と
な
り
故
に
諾
式
の
直
段
は
武
家
の
心
の
儘
に
な
ら
ぬ
也
、
武
家
皆
知
行
所
に
住
し
狼
り
に
米
を
売
ら
ざ
れ
ば
商
人
、
米

を
欲
し
が
る
故
に
武
家
、
主
と
な
り
て
商
入
、
客
也
、
さ
れ
ば
諾
式
の
直
段
は
武
家
の
心
の
彊
に
な
る
事
也
、
具
れ
皆
な
聖
人
の
広

大
甚
深
な
る
考
慮
よ
り
出
た
知
恵
よ
り
出
た
る
万
吉
不
易
の
捷
也
、
右
の
如
く
し
て
米
を
至
極
に
高
償
に
す
る
時
は
、
御
城
下
の
町

人
皆
雑
穀
を
食
す
る
様
に
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
君
子
小
人
の
食
物
自
然
に
か
れ
て
是
亦
古
の
道
に
叶
う
事
也
」
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
此
の
封
建
武
断
的
の
覇
政
主
義
は
、
租
休
が
、
江
戸
に
本
拠
を
占
め
て
居
た
事
実
に
、
一
因
を
持
っ
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
但
休
の
説
を
引
用
、
批
判
さ
れ
る
に
当
り
、
著
者
が
、
今
少
し
く
、
此
の
点
に
も
意
を
留
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
ン
、
の
説
明
、
一

段
の
椅
彩
を
放
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
更
ら
に
、
著
者
は
、
諾
家
の
土
着
必
須
論
を
紹
介
、
検
討
し
て
屠
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
筆
者
の
特
に
興
味
を
惹
い
た

説
は
、
幕
末
の
長
州
藩
士
の
筆
に
な
る
も
の
と
し
て
、
紹
介
さ
れ
た
、
次
の
一
節
で
あ
る
（
本
書
、
；
二
頁
以
下
）
「
素
よ
り
国
は

武
を
以
て
護
る
者
な
れ
ば
、
兵
に
不
足
な
き
様
に
治
を
成
す
こ
と
、
政
の
要
な
れ
ど
も
、
国
家
困
窮
し
て
食
不
足
す
る
時
は
、
士
卒

を
養
う
こ
と
能
わ
ず
、
さ
れ
ば
食
貨
の
政
を
行
い
て
国
家
を
富
す
こ
と
、
経
済
の
第
一
義
に
し
て
、
武
備
の
根
本
な
り
、
是
文
武
偏

廃
義
す
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
」
。
武
人
の
言
と
し
て
、
而
か
も
、
一
面
に
於
い
て
、
経
済
を
説
い
た
こ
と
は
、
た
し
が
に
、
傾
聴
す
可

き
卓
見
で
あ
ろ
う
、
昔
の
儒
者
に
し
て
も
、
世
人
、
往
六
、
理
財
に
疎
か
り
し
こ
と
を
、
想
像
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
事
実
は
必

ず
し
も
、
然
ら
ず
。
貝
原
益
軒
Ｏ
如
き
、
一
家
○
径
済
○
こ
と
に
も
、
注
意
し
た
人
で
あ
る
、
現
に
、
彼
が
八
十
歳
の
時
、
ン
、
○
後



嗣
の
重
圭
に
送
っ
た
「
篤
信
一
世
用
財
記
」
と
云
う
書
が
、
残
っ
て
居
る
が
、
ユ
、
○
中
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
、
「
拙
者
平
生
倹
約
に

て
、
酒
食
衣
脹
諾
事
に
お
ご
り
費
不
申
故
に
候
」
、
彼
が
旅
行
す
る
毎
に
、
「
毎
度
銀
を
多
く
費
し
申
候
」
と
述
べ
、
此
の
費
用
は
、

皆
、
自
分
が
弁
じ
て
、
人
に
損
を
か
け
た
事
が
な
い
旨
を
記
し
、
次
の
如
く
結
ん
で
い
る
、
「
是
者
拙
者
平
生
倹
約
に
て
、
酒
食
衣

服
諾
事
に
お
ご
り
費
不
申
故
に
侯
、
然
共
財
は
用
よ
う
に
よ
り
、
た
ぐ
さ
ん
つ
か
い
候
て
も
、
困
窮
に
不
及
、
叉
用
よ
う
悪
敷
候
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ば
、
大
分
取
候
て
も
不
足
と
見
え
申
候
、
財
之
用
様
悪
敷
候
て
は
、
家
を
た
も
ち
不
申
候
、
一
生
之
間
難
苦
を
見
、
子
孫
迄
も
難
儀

を
見
せ
申
候
、
殊
忠
孝
の
二
か
け
、
武
勇
も
難
勤
候
え
ば
不
義
無
此
上
候
一
生
心
か
け
倹
約
を
専
に
被
行
可
然
候
」
。
本
書
に
引
用

さ
れ
た
前
の
長
州
藩
士
の
説
と
共
に
、
近
世
に
於
け
る
儒
者
、
武
士
の
思
想
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
長
州
藩
某
士
は
、
続
い
て
、
　
「
今
諾
士
を
土
着
成
共
、
田
地
は
皆
あ
り
つ
き
届
百
姓
の
稼
稿
す
る
田
地
に
て
、
稼
稿
す
べ

き
余
な
し
。
」
　
云
六
と
説
き
（
本
書
、
一
三
六
頁
）
、
土
着
論
の
具
体
的
実
現
策
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
処
な
き
も
の
の
如
く
で
あ
る

が
、
著
者
は
、
共
の
富
国
策
の
要
諦
と
し
て
、
説
い
た
処
の
「
亘
姓
に
円
地
を
平
均
し
て
与
え
、
諾
士
を
土
着
と
し
て
、
士
民
と
も

に
戸
六
に
足
り
、
家
に
寓
む
の
制
」
、
と
あ
る
一
節
に
よ
り
、
ン
、
の
土
着
策
の
一
端
を
、
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
旨
を
論
断
し
て
い

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
本
書
、
；
ニ
ハ
頁
）
。
此
の
点
、
推
理
、
想
像
の
妙
を
得
て
居
る
者
に
し
て
、
初
め
て
、
為
し
得
る
処
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
諾
士
土
着
の
実
際
の
配
置
に
関
し
て
、
次
の
如
く
説
く
と
こ
ろ
、
特
に
、
筆
者
Ｏ
興
味
を
惹
い
Ｊ
／
こ
の
で
あ
る
、
　
「
さ
て
、

諾
士
を
土
走
と
す
る
に
は
、
萩
よ
り
三
里
を
後
き
、
十
二
三
里
の
内
八
反
に
分
ち
、
共
隊
長
と
共
に
散
在
せ
し
む
、
鹿
野
よ
り
須
佐

境
ｏ
海
岸
に
傍
て
一
一
組
を
届
住
せ
し
め
、
叉
両
大
津
○
海
岸
に
傍
て
届
住
な
さ
し
む
、
残
り
の
四
組
を
ぱ
両
美
弥
及
び
山
口
牢
判
に

屠
住
せ
し
む
、
遠
近
士
己
下
も
共
住
所
を
定
め
、
百
姓
二
一
人
ｏ
禄
地
を
与
え
て
、
共
隊
長
と
共
に
五
人
衆
を
定
め
て
屠
住
な
さ
し

め
、
足
軽
仲
間
も
八
組
に
添
え
て
、
　
一
組
宛
其
隊
長
と
共
に
共
住
所
を
定
め
て
居
住
な
さ
し
め
、
　
是
を
以
１
て
城
内
城
外
の
番
衛
と

　
　
我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
下
）
　
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
五
七
五
）



．
、
、
一
．
一
勺
，
、
∴
、
１
、
剛
ヨ
、
ぶ
，
、
、
、
、
パ
ノ
幸
一
、
一
、
で
－
ギ
、
マ
，
一
、
ぺ
、
、
、
苧
、
州
り
ビ
・
、
缶
．
、
冒
、
一
、
∴
一
夢
専
、
、
、
ぷ
弓
，
・
争
一
、
ヨ
ペ
．
、
、
、
ぺ
、
、
、
、
、
∴
，
、
一
一
等
、
、
由
，
、
暮
ぺ

　
　
　
立
命
舘
経
済
掌
．
（
第
二
巻
・
第
五
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
五
七
六
）

し
、
或
は
東
都
の
具
奉
或
は
飛
脚
等
の
近
用
を
準
せ
し
む
」
　
（
本
書
、
一
三
九
頁
）
。
今
、
酉
欧
経
済
史
を
緩
ぐ
も
、
曾
て
、
荘
園
経

済
の
普
及
せ
し
時
代
に
於
い
て
は
、
夫
六
、
荘
宅
（
（
一
；
昇
く
責
ゴ
一
庁
二
；
［
）
が
、
ン
、
ｏ
義
務
と
し
て
、
飛
脚
、
伝
馬
の
事
を
司

　
っ
た
事
実
と
、
あ
た
か
も
、
そ
○
符
を
合
す
る
が
如
き
観
■
が
あ
る
（
去
一
．
戸
妻
・
一
昏
二
）
一
二
三
一
色
…
あ
一
一
・
・
く
・
一
葦
ま
名
争
宕
冒
．

卜
。
↓
＝
一
婁
．
エ
」
ｃ
二
拙
著
・
経
済
と
地
理
・
増
補
版
・
一
〇
三
頁
以
下
参
照
）
、
一
本
書
を
通
じ
て
教
え
ら
れ
た
、
此
の
交
通
経
済
史
上
の

　
一
事
実
は
、
広
く
経
済
史
研
究
に
於
け
る
一
の
要
諦
を
示
す
も
の
、
て
あ
ろ
う
，
元
来
、
歴
史
は
個
々
別
六
の
も
の
で
あ
っ
て
、
夫
六
、

ン
、
の
．
国
の
地
理
、
気
候
の
差
、
法
律
制
度
、
風
俗
習
旗
の
差
等
に
よ
っ
て
、
世
界
の
各
国
は
、
何
れ
も
、
異
れ
る
歴
史
を
有
す
る
こ

と
は
勿
論
，
て
あ
る
が
、
然
し
、
世
界
文
明
の
進
歩
、
人
類
発
達
の
沿
革
ぱ
、
何
れ
も
、
同
一
の
軌
道
を
辿
り
、
同
一
の
方
向
に
従
っ

て
、
進
み
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
、
勿
論
、
文
明
の
遅
速
、
発
達
の
程
度
の
如
何
に
よ
り
、
叉
一
方
に
あ
っ
て
は
、
共
の
復
雑
し
た
る

内
外
関
係
の
差
異
に
依
っ
て
、
多
少
○
異
同
は
、
是
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
と
難
も
、
先
進
国
の
経
験
し
た
こ
と
は
、
後
進
国
の
先
例

と
な
り
、
何
れ
も
、
進
歩
発
達
の
原
則
に
、
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
本
書
に
よ
っ
て
、
交
通
経
済
史
上
の
一
事
実
、
東

西
、
共
の
軌
を
一
に
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
愈
友
、
此
の
感
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
土
カ
論
に
就
い
て
の
諾
家
の
論
議
を
紹
介
、
引
用
さ
れ
つ
つ
、
第
五
節
に
至
り
、
是
が
緒
言
と
し
て
、
著
者
の
批
判
さ
れ

る
処
を
伺
っ
て
見
よ
う
。
著
者
は
、
当
時
の
土
着
論
者
が
、
何
れ
も
、
当
時
の
杜
会
経
済
の
実
情
が
、
武
士
に
と
っ
て
、
頗
る
不
合

理
、
不
都
合
で
あ
る
と
の
認
識
に
吊
発
し
、
こ
れ
が
、
最
も
合
理
的
な
解
決
打
開
の
方
策
と
し
て
、
武
士
の
土
斎
を
説
く
も
の
に
外

な
ら
ず
と
せ
ら
れ
、
是
等
の
論
策
は
、
経
済
ｏ
白
然
的
発
達
の
過
程
を
無
祝
し
、
射
碓
杜
会
の
維
持
．
存
続
を
無
条
件
的
前
提
と
し

た
議
論
で
あ
っ
た
と
、
結
ん
、
て
眉
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
（
本
圭
、
、
一
四
七
頁
）
、
前
に
も
一
寸
触
札
て
お
い
・
・
こ
、
狙
休
Ｏ
説
を
一
例
に
と

り
、
租
休
な
ど
が
、
貨
幣
経
済
○
癸
達
を
蛇
鴫
視
し
、
こ
れ
「
に
当
燃
随
伴
し
た
商
人
○
豪
頭
を
敵
視
し
、
土
斎
を
実
視
す
る
こ
と
に



よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
を
抑
圧
し
、
武
士
の
権
力
を
復
活
し
得
る
と
し
た
意
見
の
如
き
、
ユ
、
の
説
く
と
こ
ろ
、
議
論
と
し
て
、
一
応
整

っ
た
様
で
あ
る
か
、
実
は
、
偏
っ
た
も
○
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
け
だ
し
、
ま
た
止
む
を
得
な
い
処
で
あ
ろ
う
、
、
著

者
は
、
此
の
個
処
に
於
い
て
も
、
終
始
、
発
展
史
的
見
地
（
彗
暮
一
寿
Ｈ
；
写
否
乙
り
争
一
・
匡
｛
｝
）
に
立
脚
せ
ら
れ
、
結
局
、
経
済
の
発
一

達
過
程
と
し
て
、
自
然
経
済
の
段
階
よ
り
、
貨
幣
経
済
の
段
階
へ
進
む
大
勢
を
認
め
、
封
建
制
度
な
る
杜
会
組
織
が
、
此
の
発
展
段

暗
の
進
展
を
遅
延
せ
し
め
た
と
云
う
見
方
に
よ
っ
て
、
此
の
土
着
論
の
結
論
と
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
本
書
、
一
四
八
頁
）
。

　
次
に
、
第
五
章
の
「
農
兵
論
」
に
入
れ
ば
、
著
者
は
、
夙
に
、
此
の
問
腫
に
就
い
て
も
、
特
殊
研
究
を
発
表
さ
れ
し
こ
と
あ
り
、

そ
の
、
昭
和
一
六
年
の
公
刊
に
な
る
「
農
兵
論
」
と
題
す
る
著
書
は
、
こ
の
方
面
に
於
け
る
開
拓
的
労
作
と
し
て
、
洛
陽
の
紙
価
を

高
め
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
章
に
於
い
て
も
、
著
者
、
そ
の
後
の
研
究
が
補
完
さ
れ
て
屠
る
が
、
今
、
是
が
紹
介
は
他
日
に
譲

り
、
唯
、
筆
者
が
特
に
興
味
を
覚
え
た
、
次
の
一
事
を
、
記
す
る
に
止
め
度
く
思
う
。
そ
れ
は
、
広
く
、
一
般
に
、
詩
人
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
広
瀬
淡
窓
や
、
菊
池
海
旭
に
、
最
も
徹
底
せ
る
農
兵
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
是
で
あ
る
。
今
、
本
書
に
引
用
さ
れ
た
、
淡

窓
の
説
を
、
そ
の
ま
ま
記
す
る
な
ら
ば
（
本
詳
、
一
五
二
頁
以
下
）
。
「
戦
士
を
多
く
せ
ん
と
思
は
ば
、
　
農
兵
を
用
う
る
に
若
く
は
な

し
」
と
し
、
更
に
叉
、
　
「
民
を
強
く
す
る
の
方
、
農
兵
に
若
く
は
な
し
」
と
断
じ
、
更
ら
に
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
「
武
士
を
知

行
所
に
お
き
、
其
中
の
百
姓
を
主
人
よ
り
家
隷
分
に
し
て
、
武
用
に
立
つ
る
様
に
す
べ
き
な
り
、
さ
す
れ
ば
、
古
農
兵
の
如
く
、
是

非
と
も
家
六
に
割
付
く
る
に
及
ば
ず
」
と
、
述
べ
て
居
る
。

　
次
に
、
菊
池
海
荘
で
あ
る
が
、
筆
者
の
寡
聞
な
る
、
海
荘
と
云
え
ば
、
私
蔵
の
「
高
青
耶
詩
醇
」
の
巻
首
に
、
　
「
伊
勢
斎
藤
謙
有

終
録
美
濃
梁
、
緯
公
図
閲
紀
伊
菊
池
保
定
士
固
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
に
、
　
「
七
実
鋸
、
言
」
、
「
農
兵

諭
言
」
、
「
農
兵
私
儀
」
、
等
の
、
広
く
、
杜
会
、
政
治
、
経
済
の
全
般
に
亙
っ
て
の
、
詳
細
を
極
め
た
著
作
あ
る
こ
と
は
、
本
書
を
通
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し
て
、
初
め
て
、
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
本
書
．
一
五
三
頁
）
。
唯
、
前
の
、
広
瀬
淡
窓
の
伝
を
叙
せ
ら
れ
る
に
際
し
、
「
彼
は
、

人
も
知
る
通
り
、
豊
後
巳
田
の
学
者
で
、
若
く
し
て
亀
井
玄
鳳
に
学
ん
だ
が
」
と
あ
る
一
節
は
（
本
書
二
五
一
頁
）
、
亀
井
玄
鳳
と

せ
ず
し
て
、
同
一
人
で
は
あ
る
が
、
亀
井
昭
陽
と
せ
ら
れ
る
方
が
、
一
般
に
、
よ
く
通
っ
て
い
る
様
に
思
う
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
詩
人
、
歌
人
は
、
大
抵
、
叉
、
一
両
に
於
い
て
、
経
済
思
想
家
で
あ
り
、
杜
会
政
策
論
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
科
学
主
義
の

前
段
階
た
る
浪
漫
派
に
は
、
共
通
の
特
長
で
あ
り
、
欧
羅
巴
前
世
紀
の
作
家
に
も
、
此
の
傾
向
は
、
特
に
顕
著
な
る
こ
と
が
、
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
居
宣
長
と
云
え
ば
一
般
に
は
、
歌
人
の
大
家
と
の
み
思
わ
れ
て
、
此
の
人
の
政
治
経
済
論
な
ど
は
、
多
く
の

人
は
、
知
ら
な
い
様
で
あ
る
が
、
ン
、
の
一
著
作
「
玉
く
し
げ
」
は
、
実
に
、
杜
会
問
題
の
要
諦
を
道
破
し
た
名
著
で
、
徳
川
時
代
に

於
け
る
社
会
経
済
学
者
と
し
て
も
、
顧
み
ら
れ
る
可
き
で
あ
ろ
う
、
今
、
ン
、
の
経
済
思
想
を
述
べ
た
「
玉
く
し
げ
別
本
」
を
経
く
に
、

次
の
一
節
が
あ
る
、
　
「
何
に
付
て
も
貧
人
と
富
人
と
の
境
は
甚
し
き
違
に
て
貧
人
は
富
人
の
為
に
貧
を
増
し
、
富
人
は
貧
人
に
よ
り

て
富
を
重
ぬ
る
也
、
共
内
に
も
今
の
世
は
別
し
て
貧
し
き
者
は
益
六
貧
し
く
、
富
め
る
者
は
益
六
富
む
こ
と
の
甚
し
け
れ
ば
、
上
に

立
ち
て
治
め
給
う
人
の
御
計
い
を
以
て
如
何
に
も
し
て
、
其
富
め
る
者
の
手
に
あ
っ
ま
る
所
の
金
銀
を
能
き
ほ
ど
に
散
し
て
、
専
ら

貧
民
を
救
ひ
給
う
様
に
あ
ら
ま
ほ
し
き
も
の
也
、
但
し
共
の
散
し
様
は
共
者
の
帰
服
し
て
心
か
ら
出
す
様
に
あ
ら
で
は
面
白
か
ら
ず
、

い
か
程
多
く
蓄
え
持
た
れ
ば
と
て
、
是
れ
皆
上
よ
り
賜
り
た
る
も
の
に
も
あ
ら
ず
、
人
の
物
を
撫
め
る
に
も
あ
ら
ず
、
法
度
に
背
き

た
る
事
を
し
て
得
た
る
に
も
あ
ら
ず
、
皆
是
れ
面
六
の
先
祖
叉
は
己
が
働
い
て
得
た
る
金
銀
な
れ
ぱ
、
一
銭
と
い
え
共
強
い
て
取
る

べ
き
道
理
な
し
」
、
同
じ
く
、
江
戸
時
代
の
経
済
学
者
で
あ
っ
て
も
、
佐
藤
信
淵
の
如
き
は
、
ン
、
の
所
説
、
大
青
壮
語
に
走
り
、
実

際
に
は
、
迂
遠
の
ン
、
し
り
を
逃
れ
ぬ
Ｏ
で
あ
る
が
、
宣
長
に
至
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
、
実
証
主
義
的
で
あ
り
、
空
理
を
説
か
ず
、
叉
、

ン
、
○
所
論
、
当
面
の
対
策
の
み
で
な
く
、
根
本
策
を
究
明
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
ｏ
で
あ
る
一

■



　
第
五
章
○
「
農
兵
論
」
に
続
い
て
、
第
六
章
「
夫
役
論
」
、
第
七
章
「
貿
易
論
」
、
第
八
章
「
専
売
論
」
に
至
り
、
券
昆
に
及
ぶ
、

特
に
、
第
六
章
の
「
夫
役
論
」
は
、
著
者
に
よ
っ
て
初
め
て
究
明
さ
れ
た
助
郷
制
度
に
関
す
る
思
想
が
、
紹
介
、
批
判
さ
れ
、
そ
の

「
近
世
交
通
経
済
史
論
」
と
共
に
、
学
界
に
、
不
朽
の
光
明
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
、
貿
易
論
に
関
す
る
所
説
を
若
干

を
紹
介
し
て
、
結
辞
に
入
り
度
く
思
う
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
江
戸
時
代
の
貿
易
論
を
説
述
、
検
討
さ
れ
る
に
当
っ
て
も
、
そ
の
態
度
や
、
極
め
て
慎
重
で
あ
り
、
先
ず
、
徳
川
時
代

に
於
け
る
貿
易
が
、
そ
の
前
後
に
よ
っ
て
、
事
情
、
甚
し
く
異
る
事
実
に
著
眼
さ
れ
、
そ
の
章
首
に
、
　
「
わ
が
国
近
世
の
封
建
杜
会

は
、
そ
の
初
期
及
び
末
期
を
除
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
鎖
図
の
状
態
に
あ
っ
て
、
外
国
と
の
貿
易
は
わ
ず
か
に
清
・
蘭
二
国
と
の
間
に

例
外
的
に
行
わ
れ
、
叉
、
対
馬
と
朝
鮮
と
の
間
に
局
部
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
貿
易
と
い
う
よ
う
な
、
重
要
な

経
済
上
の
間
題
に
対
し
て
、
殊
に
初
期
・
中
期
に
か
け
て
は
、
学
者
・
論
客
の
論
議
が
比
較
的
乏
し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
実
情
に
因

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
後
期
に
至
っ
て
、
対
外
関
係
の
緊
迫
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
よ
う
や
く
活
澄
と
な
っ
て
い
っ
た
。
」

と
述
べ
（
本
書
・
二
五
二
頁
）
、
こ
こ
に
於
い
て
も
、
そ
の
発
展
史
的
見
地
（
彗
暮
一
〇
匡
冒
鷺
胴
２
ｏ
巨
ｏ
巨
｛
ｇ
）
の
立
場
を
、
一
貫
し
て

居
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
、
此
の
思
想
的
傾
向
を
、
貿
易
無
用
論
、
制
限
的
貿
易
論
及
び
積
極
的
貿
易
論
の
段
階
に
分
ち
、
考

察
を
進
め
ら
れ
て
居
る
。
此
の
際
、
特
に
注
意
す
可
き
は
、
貿
易
無
用
論
の
内
容
で
あ
っ
て
、
近
世
の
初
期
及
び
中
期
に
於
け
る
貿

易
論
は
、
当
時
の
杜
会
、
経
済
事
情
そ
の
も
の
の
影
響
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
、
貿
易
論
と
し
て
は
、
単
純
、
幼
稚
の
域
を
脱
し
得

な
い
も
○
で
あ
っ
た
が
、
後
期
の
貿
易
無
用
論
は
、
接
夷
論
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
の
思
想
が
、
水
戸
学
派
を

主
流
に
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
藤
田
菓
湖
の
「
鴬
陸
帯
」
中
の
、
次
の
一
節
を
引
用
さ
れ
て
い
る
、
　
コ
父
易
と
い
う
は
、
是
彼
と

取
交
は
し
て
、
互
に
利
あ
れ
ば
こ
そ
よ
け
れ
一
今
我
国
は
何
一
つ
と
し
て
事
足
り
ぬ
も
の
な
く
、
彼
国
人
よ
り
持
渡
る
も
の
、
多
く
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は
著
を
勤
む
る
無
用
の
品
也
、
阿
蘭
一
国
と
交
易
し
、
外
に
は
大
船
を
出
し
て
外
国
と
交
ら
ん
に
は
、
必
美
秋
の
風
俗
に
移
さ
れ
、

　
神
国
の
大
害
を
な
さ
ん
事
、
ま
の
あ
た
り
な
る
べ
し
」
　
（
本
書
、
二
六
〇
頁
）
。
初
期
の
貿
易
無
用
論
か
ら
、
後
に
至
る
と
、
貿
易
の

　
真
義
を
漸
く
理
解
し
、
更
に
は
叉
、
積
極
的
に
貿
易
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
い
に
国
力
の
増
進
を
計
る
可
し
と
す
１
る
積
極

　
的
貿
易
論
の
思
想
に
発
展
し
た
が
、
是
と
共
に
、
開
国
に
因
み
て
、
別
の
意
味
で
の
貿
易
無
用
論
の
思
想
を
併
せ
紹
介
さ
れ
た
著
者

　
の
用
意
周
到
な
る
に
は
、
真
に
敬
服
す
可
き
も
の
が
あ
る
と
思
う
（
本
書
、
二
五
九
頁
以
下
）
。

　
　
さ
て
、
江
戸
時
代
の
貿
易
に
関
し
て
、
特
に
興
味
あ
る
は
、
そ
の
鎖
国
と
云
う
、
特
殊
な
国
情
と
竣
っ
て
、
三
年
間
を
通
じ
て
、

　
貿
易
品
目
の
内
容
の
変
遷
如
何
の
問
題
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
か
ら
は
、
輸
出
さ
れ
た
も
の
に
は
、
先
ず
貴
金
属
が
あ
り
、
特
に
、

　
銀
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
、
共
の
輸
出
、
頗
る
多
量
に
上
っ
た
が
、
中
期
以
後
は
、
密
貿
易
の
場
含
は
別
と
し
て
、
長
崎
で
公

　
認
さ
れ
た
貿
易
に
は
、
金
銀
は
、
殆
ど
外
国
へ
渡
さ
ず
、
主
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
も
の
は
、
銅
で
あ
っ
た
が
、
是
も
、
そ
の
産
額
に

　
限
度
あ
る
為
め
、
ユ
、
の
補
足
と
し
て
、
他
の
輸
出
品
を
、
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の
補
足
的
輸
出
品
と
し
て
、
特

　
に
軍
要
な
役
目
を
演
じ
た
の
は
、
水
庫
物
、
て
あ
っ
て
、
是
は
、
主
と
し
て
、
中
国
へ
輪
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
、
今
、
是
等
の
事
実
を

　
背
景
に
し
て
、
当
時
ｏ
経
済
学
者
が
、
如
何
な
る
思
想
を
抱
懐
し
て
い
た
か
。
此
の
輿
味
あ
る
問
題
は
、
木
薔
に
よ
っ
て
、
最
も
克

　
明
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、
先
ず
、
新
井
白
石
の
貿
易
論
を
紹
介
し
て
、
　
「
新
井
白
石
も
、
そ
の
根
本
思
想
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で

　
貿
易
無
用
諭
で
あ
っ
七
、
貫
易
は
金
銀
ｏ
流
出
を
と
も
な
う
、
金
銀
の
流
出
は
、
国
力
の
疲
弊
を
き
た
す
。
こ
の
よ
う
な
緒
果
を
も

　
た
ら
す
貴
易
な
る
も
Ｏ
は
、
無
川
で
あ
ろ
か
ら
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
」
と
せ
ら
れ
（
本
詳
、
二
六
五
頁
）
。
先

　
ず
、
白
百
ｏ
学
者
－
、
一
し
て
○
純
理
論
を
挙
げ
、
次
に
、
政
治
家
と
し
て
の
白
石
○
立
場
か
ら
は
、
貿
易
ｏ
続
行
を
認
め
た
る
実
を
述

　
べ
ら
れ
て
い
ろ
が
（
本
弐
、
、
二
六
五
ｉ
六
六
頁
）
、
何
れ
に
し
て
も
、
白
石
が
貿
易
に
赫
い
て
懸
念
し
た
こ
と
は
、
金
銀
の
海
外
流
出
で



あ
っ
た
。
次
に
・
中
井
竹
山
の
貿
易
論
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
本
書
、
二
六
七
頁
以
下
）
、
是
に
よ
れ
ば
、
竹
山
は
、
白
百
の
意
見

と
異
り
、
金
銀
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
銅
を
重
視
し
、
こ
れ
の
海
外
流
出
を
う
れ
え
て
い
る
。
そ
Ｏ
理
由
と
す
る
処
は
、
金
銀
は
実
用

に
な
ら
な
い
か
ら
・
乏
し
く
て
も
、
差
支
え
な
い
が
、
銅
鉄
は
民
用
に
、
甚
だ
大
切
で
あ
り
、
年
次
、
銅
を
お
び
た
だ
し
く
外
国
へ

渡
す
こ
と
は
、
暗
し
む
可
き
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
（
本
書
、
二
六
七
頁
）
。
こ
れ
に
関
聯
し
て
、
竹
山
が
、
銅
に
代
る
可
き
も
の

と
し
て
・
適
当
な
各
種
の
商
品
を
挙
げ
、
そ
の
輸
出
の
振
興
を
は
か
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
此
の
際
、
特
に
、
興
味
あ
る

の
は
・
彼
が
・
輸
出
に
適
当
な
も
の
と
し
て
、
挙
げ
て
い
る
品
目
で
あ
る
。
尤
も
、
此
の
点
に
就
い
て
は
、
鎮
国
以
前
、
以
後
に
亙

り
・
徳
川
時
代
の
外
国
関
係
を
調
査
す
る
に
、
極
め
て
纏
つ
た
好
参
考
書
た
る
「
通
航
一
覧
」
（
大
正
元
年
か
・
ら
二
年
に
か
け
て
、
「
図

書
刊
行
会
」
よ
リ
串
版
）
に
は
・
詳
細
な
記
事
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
江
戸
時
代
に
於
け
る
貿
易
史
の
側
面
観
と
し
て
、
本
書
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
、
竹
山
の
適
当
と
す
る
品
を
掲
げ
て
見
よ
う
（
本
書
、
二
六
七
頁
）
。
ン
、
れ
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
串
貝
、
数
ノ
子
、

昆
布
・
あ
ら
め
等
の
海
産
物
を
主
と
し
て
、
紙
、
墨
、
視
、
扇
子
、
團
扇
、
傘
、
塗
物
、
蒔
絵
、
陶
器
、
京
人
形
、
小
間
物
、
竹
細

工
、
絹
織
物
、
公
料
品
等
、
各
地
の
物
産
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
七
章
の
「
貿
易
論
」
に
次
い
で
、
第
八
章
に
は
、
武
士
階
級
に
よ
る
商
人
的
営
利
活
動
を
主
張
し
た
専
売
論
の
思
想
が
、
紹
介
、

検
討
さ
れ
て
い
る
か
、
是
が
評
論
は
、
他
日
に
譲
り
、
今
は
、
木
書
全
体
を
通
し
て
、
著
者
が
採
ら
れ
た
研
究
方
法
を
総
括
し
て
、

緒
辞
と
し
度
い
。

　
凡
そ
・
人
の
思
想
は
、
時
代
の
状
態
に
応
じ
て
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
思
想
の
歴
史
も
、
ン
、
の
時
代
の
経
済
杜
会
の

状
態
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
換
青
す
れ
ば
、
如
何
な
ろ
思
想
が
、
如
何
な
る
時
代
に
行
は
れ
た
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
く
観

想
し
来
れ
ば
・
江
戸
時
代
の
経
済
思
想
を
研
究
す
る
に
当
つ
て
も
、
常
に
、
江
戸
時
代
の
経
済
状
態
が
、
如
何
な
る
発
展
段
階
に
あ
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っ
た
か
を
、
先
づ
、
把
握
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
欧
羅
巴
、
特
に
独
逸
の
経
済
学
者
は
、
或
ひ
は
、
生
産
と
消
費
と
の
関
係
の
上
よ
り
観
て
、
或
ひ
は
、
交
換
及
び
一
般
の
取
引
の

方
法
の
上
よ
り
観
て
、
種
六
な
る
説
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
是
等
の
説
は
、
夫
六
、
そ
の
観
点
に
於
い
て
、
特
徴
あ
り
、
何

れ
も
、
経
済
発
達
の
大
休
の
傾
向
を
考
ふ
る
に
当
り
、
頗
る
参
看
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
吾
人
は
、
今
こ
」
に
、
欧
洲
の
諾
学
者

が
す
で
に
、
説
け
る
処
を
参
酌
し
、
種
六
な
る
方
面
よ
り
見
て
、
我
が
江
戸
時
代
○
、
経
済
の
癸
達
の
一
般
的
傾
向
を
、
略
説
し
て

見
よ
う
。

　
先
づ
、
生
産
の
主
義
、
目
的
の
上
か
ら
見
る
時
は
、
経
済
の
状
態
は
、
主
と
し
て
、
自
給
自
足
の
為
め
に
、
生
産
す
る
状
態
か
ら

主
と
し
て
、
交
易
営
利
の
為
め
に
、
生
産
す
る
有
様
に
移
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
段
階
に
於
い
て
は
、
生
産
者
は
、
専
ら
、

そ
の
生
産
物
を
自
己
に
於
い
て
消
費
し
、
自
分
の
用
に
供
す
る
目
的
を
以
っ
て
生
産
し
、
唯
、
此
の
段
階
に
於
い
て
、
交
易
の
対
象

と
な
っ
た
も
の
は
、
白
家
に
於
い
て
、
生
産
し
得
な
か
っ
た
も
の
、
例
之
、
嗜
好
品
、
装
飾
品
、
薬
物
等
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
、

然
る
に
、
第
二
の
段
階
に
入
れ
ば
、
自
統
自
足
の
状
態
も
残
留
し
て
い
る
が
、
大
体
に
於
い
て
は
、
自
己
の
作
る
も
の
は
、
之
を
自

家
の
用
に
供
す
る
が
為
め
で
な
く
、
是
を
以
っ
て
、
他
人
の
需
要
に
充
当
し
、
他
物
と
交
易
す
る
料
に
供
す
る
目
的
を
以
っ
て
、
生

産
す
る
に
至
り
、
出
来
得
る
隈
り
、
有
利
に
売
却
し
て
、
他
よ
り
、
自
己
の
需
要
す
る
貨
物
を
購
入
す
る
こ
と
を
、
そ
の
原
則
と
す

る
、
先
づ
、
大
体
に
於
い
て
、
此
の
二
個
の
段
階
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
我
が
江
戸
時
代
の
経
済
状
態
を
考
察
す
る
に
、
地
方
の

農
家
の
経
済
は
白
給
白
足
の
段
階
に
あ
っ
た
と
兇
て
、
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
、
然
し
、
元
よ
り
、
厳
格
な
意
味
に
於
い
て
の
自
給
自

足
で
は
な
く
、
富
山
の
売
薬
行
商
が
普
及
し
、
叉
、
小
都
会
、
宿
場
に
於
け
ろ
市
の
成
立
、
万
屋
商
業
の
発
達
等
の
事
実
に
見
て
、

交
易
経
済
〇
二
同
も
認
め
ら
れ
る
○
で
あ
る
か
、
大
体
に
於
い
て
、
白
給
白
足
的
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
Ｏ
で
あ
る
、
尤
も
、
江
．
戸



時
代
と
蜂
も
・
都
会
の
町
家
に
あ
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
営
利
主
義
の
経
済
が
行
は
れ
て
い
た
こ
と
は
、
云
ふ
迄
も
山
な
い
、
、

　
次
に
・
各
個
人
の
経
済
的
活
動
の
有
様
如
何
に
よ
り
、
経
済
発
達
の
大
勢
を
考
ふ
る
に
、
、
王
と
し
て
、
慣
習
に
麦
配
さ
れ
る
状
態

か
ら
・
自
由
企
業
及
び
競
争
の
状
態
に
推
移
す
る
も
の
で
あ
る
コ
此
の
点
よ
り
見
て
、
我
が
江
戸
時
代
は
、
如
何
ノ
し
あ
つ
た
か
。
そ

れ
は
・
今
日
と
比
較
す
れ
ば
・
慣
習
に
支
配
さ
れ
る
程
度
、
蓬
か
に
多
く
、
総
て
の
こ
と
に
就
い
て
、
保
守
的
色
彩
が
、
濃
厚
で
あ

っ
た
－
幕
府
施
政
の
根
本
方
針
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
新
儀
停
止
と
て
、
祖
法
堰
守
が
標
置
さ
れ
た
時
代
、
て
あ
る
。
今
、
－
本
書
に
引

用
さ
れ
た
世
藤
論
に
関
す
る
思
想
の
一
部
を
見
て
も
（
本
書
、
八
二
貝
以
下
）
、
本
居
宣
長
が
世
様
肯
定
論
者
と
し
て
の
立
場
、
「
何
れ

の
職
も
・
様
を
世
六
に
す
る
は
本
朝
の
官
格
」
、
「
御
先
代
よ
り
有
り
来
り
た
る
分
は
、
今
更
ら
故
な
く
稼
を
召
放
た
る
べ
き
で
あ
ら

ず
」
・
　
或
ひ
は
・
彼
の
中
井
竹
山
が
、
そ
の
「
草
茅
危
青
」
中
、
廿
様
修
正
諭
に
触
れ
乍
ら
、
尚
ほ
且
つ
、
　
「
肯
壌
に
申
れ
ど
も
、

総
じ
て
何
事
店
法
に
因
循
し
て
宜
し
け
れ
ば
、
今
更
為
も
言
明
す
べ
き
事
な
し
、
柳
嘉
議
す
れ
ば
、
改
革
に
及
ば
ざ
る
を
得

ず
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
・
旧
償
墨
守
の
風
潮
の
一
端
を
、
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
職
制
の
上
に
於
い
て
も
、
大
目
付
、
目
付
等
の

慨
察
官
が
設
け
ら
れ
・
相
互
に
監
察
し
合
っ
て
、
悪
事
の
出
来
な
い
様
に
仕
組
ま
れ
た
目
付
政
治
が
行
は
れ
、
更
ら
に
、
杜
会
上
に

於
い
て
は
、
四
民
ｏ
段
級
は
侵
す
こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
と
せ
ら
れ
、
各
種
の
職
業
に
は
、
何
れ
も
株
仲
間
の
制
度
が
設
け
ら
れ
、
仲

間
以
外
の
も
の
が
、
新
た
に
同
業
を
営
む
こ
と
を
許
さ
ず
、
徒
弟
か
ら
職
人
と
な
り
、
親
方
に
進
み
、
初
め
て
、
同
業
者
と
な
る
こ

と
、
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
・
生
廉
の
要
素
を
桝
準
と
し
て
観
察
す
る
と
き
は
、
大
体
、
各
国
民
経
済
の
発
達
は
、
こ
れ
を
、
三
階
段
に
分
つ
こ
と
が
出

来
る
一
即
ち
・
古
代
は
、
一
般
に
、
白
然
が
最
も
五
き
を
た
し
た
時
代
で
あ
つ
て
、
森
林
、
河
川
及
び
牧
場
等
に
於
け
る
天
産
物
は
、

優
に
当
時
の
、
稀
薄
な
人
口
を
給
養
す
る
に
足
り
、
こ
の
生
活
の
根
源
た
る
可
き
土
地
を
有
せ
な
か
つ
た
・
カ
の
は
、
奴
隷
と
し
て
、
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土
地
所
有
者
に
隷
属
し
て
、
そ
の
生
活
を
営
む
の
外
、
途
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
設
階
、
却
ち
、
中
世
の
後
半
期
に
至
れ
ば
、

　
生
産
要
素
の
中
、
労
力
が
次
第
に
重
き
を
加
え
、
土
地
所
有
者
と
奴
隷
階
級
と
の
間
に
、
一
の
中
間
階
級
の
発
生
を
見
る
に
至
っ
た
。

第
三
段
階
に
入
れ
ば
、
資
本
が
最
も
優
位
と
な
り
、
自
然
及
び
労
力
の
利
用
も
大
い
に
行
は
れ
て
い
る
が
、
是
等
に
比
し
て
、
一
層

、
王
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
資
本
で
あ
っ
て
、
所
謂
、
資
本
主
義
時
代
の
出
現
と
な
っ
た
○
で
あ
る
。
此
の
点
よ
り
見

　
て
、
我
が
江
戸
時
代
の
経
済
状
態
を
考
ふ
る
に
、
白
然
が
重
き
を
な
し
て
居
た
時
代
は
、
す
で
に
過
ぎ
て
居
り
、
む
し
ろ
、
農
、
工
、

商
、
何
れ
の
産
業
に
於
て
も
、
労
力
が
・
王
と
し
て
重
き
を
な
し
て
居
る
段
階
に
、
進
ん
，
て
居
た
と
、
見
る
可
き
で
あ
ろ
う
。
農
業
に

於
い
て
も
、
従
前
の
粗
放
的
な
方
法
か
ら
、
集
約
的
な
方
法
へ
進
み
、
叉
、
工
業
に
あ
っ
て
も
、
手
工
業
、
ま
た
は
、
家
内
工
業
が
、

り
イ
、
の
主
な
る
形
態
で
あ
り
、
器
具
の
利
用
は
、
大
い
に
進
歩
し
た
が
、
機
械
の
使
用
を
伴
ふ
工
場
工
業
の
如
き
は
、
未
だ
発
生
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
一
面
に
於
い
て
は
、
資
本
○
蓄
積
も
、
可
な
り
進
み
、
家
内
工
業
に
は
、
彼
の
大
聖
寺
藩
の

山
中
漆
器
に
つ
い
て
行
は
れ
た
資
本
貸
与
の
方
法
の
如
き
、
資
本
的
の
経
営
も
現
は
れ
、
手
工
的
工
場
生
産
の
如
き
も
、
多
少
、
存

在
し
た
様
で
は
あ
る
が
、
資
本
が
重
要
な
働
き
を
為
す
に
は
、
至
っ
て
屠
な
い
。
共
の
点
、
今
冒
の
昂
本
と
、
江
戸
時
代
の
巨
本
と

の
間
に
は
、
大
な
る
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
経
済
の
発
達
を
、
産
業
形
態
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
行
は
れ
た
処
で
あ
り
、
ン
、
の
所
説
、
国
民
経
済
は
、
階
段
的
に

発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
っ
て
、
野
蛮
の
状
態
か
ら
牧
畜
Ｏ
状
態
に
進
み
、
更
ら
に
、
農
業
の
状
態
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
、
工
、
商

業
の
状
態
に
進
む
も
の
で
あ
る
一
然
し
、
一
共
の
国
民
が
、
必
ず
、
此
の
股
階
を
経
過
す
る
と
云
ふ
訳
で
は
な
く
、
国
民
の
主
要
な

産
業
は
、
ン
、
の
国
の
地
理
上
の
状
況
等
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
総
て
の
国
民
の
堵
合
に
於
い
て
、
発
達
ｏ
経
賂
が
、
全
く
、
同

様
で
あ
る
と
は
断
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
、
而
し
て
、
共
の
一
六
の
状
態
に
は
、
ン
、
れ
に
伴
ふ
社
会
上
ｏ
特
色
が
認
め
ら
れ
、
共
○



影
響
に
よ
り
、
国
民
の
気
風
、
宗
教
、
政
治
、
法
律
、
文
学
、
風
俗
、
習
慣
、
或
ひ
は
、
人
民
の
体
質
及
び
性
情
等
、
夫
六
、
異
る

処
が
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
国
民
、
一
つ
の
時
代
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
代
に
於
い
て
、
如
何
な
る
産
業
が
、
・
王
と
し
て
、

行
は
れ
て
い
た
か
は
、
極
め
て
、
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
此
の
点
よ
り
見
て
、
我
が
江
戸
時
代
に
は
、
如
何
な
る
産
業
が
、
主
要

な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
、
大
体
に
於
い
て
、
農
業
時
代
に
属
す
る
が
、
農
業
を
主
と
し
て
、
傍
ら
、
商
工
業
の
発
達
、
可
な

り
著
し
き
も
の
が
あ
る
、
等
し
く
、
農
業
時
代
と
云
ふ
も
、
古
代
の
共
と
、
江
戸
時
代
と
は
、
大
い
に
異
る
も
の
が
あ
り
、
米
穀
を

主
要
作
物
と
し
た
こ
と
は
、
有
来
、
同
一
で
あ
る
か
、
江
戸
時
代
に
入
れ
ば
、
従
来
、
見
な
か
つ
た
処
の
作
牡
の
栽
培
が
、
漸
次
、
普

及
し
て
来
た
の
で
あ
る
、
当
時
、
農
業
奨
励
の
緕
果
、
各
地
に
特
産
物
が
興
り
、
煙
草
、
木
締
、
馬
鈴
薯
等
の
外
来
作
物
も
栽
培
さ

れ
、
薦
十
田
の
移
植
、
製
糖
の
研
究
も
行
は
れ
た
の
で
あ
ケ
。
殊
に
、
養
蚕
は
、
江
戸
時
代
に
於
い
て
、
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
も
の
、

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
初
期
に
あ
っ
て
は
、
生
赫
の
産
出
は
、
巳
本
内
地
の
需
要
を
充
た
す
に
足
ら
ず
、
為
め
に
、
当
時
は
絹
織
物
の

輪
入
も
行
は
れ
、
叉
、
同
時
に
原
料
と
し
て
の
生
赫
の
輸
入
も
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
明
和
、
安
永
の
頃
か
ら
、
関
東

及
び
奥
羽
地
方
に
於
い
て
は
、
養
蚕
、
漸
く
、
雄
大
と
な
り
、
幕
末
に
至
っ
て
は
、
和
赫
を
輸
出
す
る
の
勢
を
呈
し
た
の
で
あ
る
、

か
く
の
如
く
、
農
業
の
発
達
に
は
、
著
し
き
も
の
が
あ
り
、
粗
放
的
か
ら
、
集
約
的
へ
と
進
み
来
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
等
し
く
、
農

業
時
代
と
云
ふ
も
、
可
な
り
進
歩
し
た
農
業
時
代
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
農
業
が
国
艮
の
・
王
要
産
業
で
あ
っ
た
と
共
に
、

商
エ
業
も
、
既
に
、
進
歩
し
て
居
り
、
徳
川
時
代
に
於
い
て
は
、
商
工
業
者
な
る
階
級
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
、
農
業
ｏ

副
業
と
し
て
、
商
業
を
営
む
の
で
は
な
く
し
て
、
商
人
と
し
て
、
物
鼎
の
売
貰
を
、
専
ら
、
職
業
と
し
て
、
営
む
に
至
り
、
叉
、
一

く
の
工
業
、
細
工
物
が
専
門
と
な
り
、
是
等
を
専
ら
職
業
と
す
る
職
人
が
多
く
な
り
、
是
等
の
人
Ａ
の
社
会
上
の
地
位
も
、
重
要
視

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
、
町
人
階
級
の
勃
興
は
、
都
市
の
発
展
と
、
互
に
因
と
な
り
、
果
と
な
っ
て
、
特
に
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
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は
、
都
市
○
発
展
に
は
、
著
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
室
鳩
巣
が
、
ン
、
○
「
献
可
録
」
に
於
い
て
、
　
「
江
戸
の
繁
昌
、
日
本
に
て
は
古

今
に
無
之
事
に
御
座
侯
」
と
い
ひ
し
如
く
、
江
戸
に
は
、
諾
侯
が
、
夫
六
、
藩
邸
を
設
け
た
為
め
に
、
大
な
る
消
費
の
中
心
と
な
り
、

広
い
屋
敷
町
の
外
に
、
繁
華
な
下
町
の
彩
成
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
大
阪
は
、
国
内
貨
物
の
集
散
の
中
心
地
と
し
て
、

大
な
る
発
展
を
遂
げ
、
京
都
は
、
朝
廷
の
外
に
、
仏
教
各
宗
の
本
山
等
も
あ
り
、
旧
来
の
伝
統
に
基
く
商
工
業
が
頗
る
盛
大
で
あ
っ

た
。
叉
、
諾
大
名
は
、
夫
六
、
城
下
に
武
士
を
居
住
せ
し
め
、
是
等
の
城
下
町
は
、
ユ
、
の
地
方
に
於
け
る
政
治
の
中
心
、
文
化
の
中

心
、
消
費
の
中
心
、
叉
、
産
業
の
中
心
と
な
り
、
其
処
に
は
、
商
工
業
者
も
多
く
、
整
ひ
、
都
市
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
都
市

．
の
発
展
は
・
足
利
氏
の
季
世
か
ら
著
し
く
な
っ
て
来
た
が
、
江
戸
時
代
に
於
い
て
、
一
〆
、
れ
が
、
一
層
顕
著
と
な
つ
た
こ
と
が
、
い
ひ

得
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
交
換
の
方
面
か
ら
、
経
済
の
発
達
を
大
観
す
れ
ば
、
白
然
経
済
、
貨
幣
経
済
及
び
信
用
経
済
な
る
三
段
階
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
お
よ
そ
、
交
換
の
形
式
は
、
そ
の
初
め
に
於
い
て
は
、
物
と
物
と
を
交
換
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
ら
に
、
進
歩
す
れ
ば
、

貴
金
属
の
交
換
媒
介
物
た
る
貨
弊
を
使
用
す
る
に
至
り
、
最
後
に
貨
幣
の
流
通
が
盛
大
と
為
な
れ
ば
、
ン
、
の
上
に
、
信
用
制
度
が
発

達
し
て
、
そ
れ
に
依
っ
て
、
交
換
が
、
趣
め
て
便
利
に
決
済
さ
れ
る
段
階
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
よ
り
、
我
が
江
戸
時
代
を
考

ふ
る
に
、
金
銀
貨
及
び
銭
が
通
田
川
し
て
馬
り
、
貨
幣
と
一
般
の
貨
物
と
は
、
す
で
に
、
分
化
す
る
に
至
り
、
即
ち
、
前
述
の
第
三
の

発
達
段
階
に
到
達
し
た
訳
で
あ
り
、
一
方
、
信
用
も
、
或
る
程
度
ま
で
発
達
し
、
手
形
の
授
促
も
、
漸
次
に
普
及
す
る
に
至
つ
た
の

で
あ
る
。
紙
幣
も
、
処
に
よ
っ
て
は
す
で
に
、
流
通
し
て
屠
た
が
、
信
用
の
発
達
は
、
元
よ
り
、
今
Ｒ
見
る
如
く
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
、
木
居
宣
長
が
、
そ
の
「
玉
く
し
げ
別
木
」
に
於
い
て
、
　
「
抑
金
銀
を
広
く
通
用
す
る
事
は
、
慶
長
Ｏ
頭
よ
り
始
ま
れ
る
事

に
て
、
共
以
前
は
た
だ
銭
の
み
通
用
な
り
き
」
と
説
き
、
叉
、
荻
生
但
休
が
、
ン
、
の
「
政
談
」
に
於
い
て
、
音
は
在
六
に
殊
Ｏ
外
銭



払
底
に
て
、
一
切
の
物
を
銭
に
て
不
買
、
皆
米
麦
に
て
買
た
る
こ
と
、
某
田
舎
に
て
覚
た
る
こ
と
也
，
近
来
の
様
子
を
聞
合
す
る
に
、

元
藤
の
頃
よ
り
田
舎
へ
も
銭
行
渡
て
、
銭
に
て
物
を
買
う
こ
と
に
な
り
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
に
見
れ
ば
、
慶
長
、
元
和
の
頃
、
金

銀
は
、
す
で
に
、
流
通
し
た
が
、
元
橡
の
頃
に
至
っ
て
、
貨
幣
は
、
田
舎
に
も
普
及
し
た
こ
と
が
、
分
る
の
で
あ
る
。
金
銀
貨
の
流

通
が
、
そ
の
発
展
の
機
運
に
向
っ
た
の
は
、
足
利
氏
の
季
世
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
足
利
氏
の
季
世
よ
り
、
織
困
、
豊
臣
二
氏
の

時
代
を
経
て
、
徳
川
時
代
の
初
に
至
る
間
、
日
本
の
鉱
山
業
の
発
達
に
は
、
頗
る
見
る
可
き
も
・
の
が
あ
り
、
金
銀
の
産
出
も
漸
く
増

加
し
、
特
に
、
徳
川
時
代
の
初
に
至
り
、
英
の
産
額
、
急
増
し
、
是
と
同
時
に
、
商
工
業
、
発
達
し
、
正
に
、
貨
幣
経
済
に
入
る
可

き
時
勢
、
促
進
せ
ら
れ
、
都
会
に
於
い
て
は
、
町
人
が
貨
幣
た
る
可
き
富
を
積
ん
で
、
財
政
の
窮
乏
に
陥
っ
た
武
士
階
級
に
対
抗
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
述
べ
来
っ
た
段
階
説
の
外
に
、
尚
ほ
、
経
済
と
政
治
組
織
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
村
落
経
済
、
都
市
経
済
、
領
地
経
済
、
国

民
経
済
及
び
世
界
経
済
の
五
段
階
を
認
め
る
説
や
、
或
い
は
、
経
済
の
発
達
を
心
理
的
に
考
察
し
て
、
欲
望
と
是
が
充
当
と
の
関
係

よ
り
観
察
し
て
、
段
階
説
を
立
定
す
る
等
、
各
種
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
に
於
い
て
、
対
象
と
さ
れ
た
様
な
問
題
、
即
ち
、

封
建
杜
会
意
識
の
発
展
過
程
に
関
す
る
研
究
に
１
あ
っ
て
は
、
交
換
の
形
態
か
ら
見
た
段
階
説
、
自
然
経
済
、
貨
幣
経
済
及
び
信
用
経

済
の
説
が
、
最
も
適
切
で
あ
る
様
に
思
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
る
如
く
、
足
利
時
代
よ
り
、
漸
く
発
展
の
緒
に
就
い
た
貨
幣

経
済
は
、
徳
川
時
代
に
至
り
、
封
建
制
度
の
基
礎
で
あ
る
処
の
大
土
地
所
有
に
基
く
伯
然
経
済
を
打
破
し
、
殊
に
、
そ
の
中
期
以
後

ぼ
、
此
の
傾
向
、
顕
著
と
な
り
、
ン
、
れ
と
同
時
に
、
貨
幣
経
済
の
全
国
普
及
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
町
人
階
級
の
擾

頭
は
、
す
で
に
、
天
正
年
間
に
遡
り
得
る
様
で
あ
り
、
筆
者
、
曾
っ
て
、
　
「
博
多
三
傑
伝
」
を
読
み
、
そ
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

島
井
宗
宝
の
遺
訓
十
七
個
条
の
中
、
「
人
の
持
た
る
道
具
ほ
し
か
り
ま
じ
く
候
我
持
た
る
物
も
出
し
侯
聞
敷
侯
。
よ
き
物
は
た
し
な
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。
み
置
き
・
人
に
も
見
せ
間
敷
候
事
」
と
あ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
が
、
是
は
茶
事
に
托
し
て
、
多
く
の
蓉
修
品
を
蓄
積
し
、
叉
、

茶
会
な
ど
を
備
し
て
・
大
名
と
対
等
の
交
際
を
し
て
い
た
事
実
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
世
都
市
と
し
て
は
、
泉
州
塚
と
共
に
、

前
記
の
亀
井
宗
宝
を
初
め
と
し
て
、
神
屋
、
大
賀
、
徳
永
、
末
次
の
諾
家
が
、
そ
の
本
拠
と
し
た
博
多
が
あ
る
が
、
大
阪
、
江
戸
等

の
町
人
の
・
富
の
勢
力
が
・
経
済
的
に
、
日
本
全
国
を
麦
配
し
初
め
た
の
は
、
そ
の
徳
川
時
代
の
中
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
、
正
徳

か
ら
天
明
に
か
け
て
い
た
有
職
故
実
家
、
伊
勢
貞
丈
は
、
　
「
日
本
の
国
風
今
後
五
十
年
過
ぎ
た
ら
ば
変
じ
て
阿
蘭
陀
の
風
俗
と
な
ら

ん
。
共
故
何
と
な
れ
ば
阿
蘭
陀
に
は
仁
義
の
道
を
貴
ぶ
事
を
知
ら
ず
、
唯
深
く
思
慮
を
め
ぐ
ら
し
て
貨
財
の
利
を
得
て
富
を
敦
す
を

賢
者
と
し
て
貴
べ
ば
也
。
今
日
本
の
人
情
風
俗
半
ば
変
ぜ
り
、
終
に
は
呵
蘭
陀
と
な
る
べ
し
」
と
述
べ
、
叉
、
荻
生
但
株
が
、
　
「
近

頃
商
人
の
勢
盛
ん
に
な
り
て
巨
本
国
中
の
商
人
通
じ
て
一
枚
と
な
り
、
物
の
直
段
も
遠
国
と
江
戸
と
釣
合
て
居
る
故
之
に
勝
れ
ぬ
こ

と
に
て
何
程
上
よ
り
御
下
知
あ
り
て
も
物
の
直
段
は
下
る
べ
か
ら
ず
、
況
し
て
上
手
に
仲
間
を
立
て
党
を
組
み
渡
世
の
仕
彫
妙
術
を

工
夫
す
る
に
於
て
お
や
」
と
説
い
て
い
る
の
は
、
当
時
、
目
本
の
資
本
主
義
化
が
、
全
国
的
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
彼
の
山
片
婚
桃
が
、
共
の
「
夢
の
代
」
に
、
　
「
中
古
以
来
金
銀
の
通
用
さ
か
ん
に
な
り
て
、
金
銀
あ
れ
ば
家
富
さ
か
え
、

愚
も
賢
と
な
り
、
不
肖
も
賢
と
な
り
、
悪
人
も
善
人
と
な
る
一
金
銀
な
け
れ
ば
、
家
貧
に
し
て
智
も
愚
と
な
り
、
賢
も
不
肖
と
な
り
、

善
人
も
悪
人
と
な
る
」
　
と
道
破
せ
し
如
く
、
従
来
、
土
地
が
殆
ど
唯
∴
の
富
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
や
、
金
銀
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
汐

最
も
重
要
な
富
と
な
り
、
か
か
る
時
代
に
直
面
し
て
、
町
人
は
、
そ
の
時
代
の
傾
向
を
認
識
し
、
専
ら
、
富
の
蓄
積
に
苦
心
し
た
が
、

一
方
、
当
時
の
支
配
的
階
級
で
あ
っ
た
武
士
は
、
財
政
の
窮
乏
に
陥
っ
た
の
、
て
あ
る
、

　
本
書
に
於
い
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
幾
多
の
杜
会
、
経
済
説
ｏ
起
っ
た
の
も
、
止
に
、
此
の
時
代
で
あ
り
、
大
名
に
し
て
、
向
播
ｏ

富
裕
を
計
っ
た
も
Ｏ
は
、
学
識
者
を
そ
の
財
政
顧
問
と
し
て
任
命
し
、
熊
沢
蕃
山
の
「
大
学
或
問
」
、
荻
生
租
休
Ｏ
「
政
談
「
、
太
宰



春
嚢
の
「
経
済
録
」
、
新
井
白
石
の
「
白
石
建
儀
」
、
本
屠
宣
長
の
「
玉
く
し
げ
別
本
」
等
に
、
そ
の
著
例
を
求
め
得
る
如
く
、
何
れ

も
、
夫
六
の
大
名
の
官
房
内
帯
学
（
票
ｏ
内
竃
見
量
豪
・
ぎ
Ｈ
・
・
一
き
）
を
発
達
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
杜
会
、
経
済
学
説
な
る

も
の
は
、
何
れ
も
、
多
少
の
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
か
か
る
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
、
か
く
考
察
し
来
れ
ば
、
本
書
の
殆
ど
全

部
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
が
、
第
第
二
章
「
階
級
論
」
、
第
三
章
「
世
禄
論
」
、
第
四
章
「
土
着
論
」
、
第
五
章
「
農
兵
論
」
、
第

六
章
「
夫
役
論
」
等
で
あ
る
こ
と
は
、
如
何
に
、
著
者
が
、
問
題
を
取
扱
う
こ
と
の
巧
み
な
る
か
を
、
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
己
殊
に
、

第
四
章
の
「
土
着
論
」
に
於
い
て
は
、
租
休
の
説
を
検
討
し
、
そ
の
「
太
平
策
」
に
於
い
て
、
「
旅
宿
の
壇
界
は
、
物
を
買
調
え
ね

ば
朝
夕
を
暮
す
こ
と
成
ぬ
物
故
、
旅
に
て
は
兎
角
金
な
り
。
開
闘
以
来
の
世
人
に
、
只
此
百
年
の
間
ば
か
り
金
な
く
て
叶
わ
ぬ
世
界

也
」
と
説
き
、
当
時
の
杜
会
、
経
済
状
態
が
、
す
で
に
、
貨
幣
経
済
の
段
階
に
進
展
し
た
こ
と
を
道
破
し
た
、
そ
の
所
謂
、
旅
宿
の

壌
界
な
る
も
の
を
捕
え
来
っ
て
、
　
「
旅
宿
の
境
界
と
は
何
か
と
い
う
に
、
彼
の
目
く
、
先
旅
宿
の
所
を
い
わ
ば
、
諾
大
名
一
年
が
わ

り
に
御
城
下
に
詰
居
れ
ば
、
一
年
狭
み
の
旅
宿
也
、
共
妻
は
常
に
江
戸
な
る
故
、
常
住
の
旅
宿
也
、
御
旗
本
の
諾
士
と
も
常
に
江
戸

に
て
、
．
常
住
の
旅
宿
也
、
諾
大
名
の
家
中
も
大
彬
共
城
下
に
聚
居
て
、
面
く
の
知
行
所
に
居
ら
ざ
れ
ば
旅
宿
な
る
上
に
、
近
年
は
江

戸
勝
手
の
家
来
次
第
に
多
く
成
る
、
是
等
の
如
き
、
総
じ
て
武
士
と
云
る
る
程
の
者
の
旅
宿
な
ら
ぬ
一
人
も
無
し
」
と
論
じ
あ
る
を

引
用
さ
れ
（
本
書
、
二
二
頁
一
、
更
ら
に
、
租
休
が
、
別
の
個
処
で
是
を
強
調
、
力
説
し
た
、
次
の
一
節
、
「
江
一
戸
中
の
者
旅
宿
と

云
う
心
は
夢
に
着
ず
、
旅
宿
を
常
住
と
心
得
る
故
、
暮
し
の
物
入
莫
大
に
し
て
武
士
の
知
行
は
皆
商
人
に
吸
取
ら
る
也
、
畢
寛
精
を

出
し
て
上
へ
奉
公
し
て
、
上
よ
り
賜
る
禄
は
不
残
御
城
下
の
商
人
の
物
と
成
、
馬
を
持
こ
と
も
不
レ
成
、
人
を
持
つ
こ
と
も
不
レ
成
、

冬
春
の
切
符
の
間
に
は
質
物
に
て
取
続
き
、
或
は
町
人
に
仕
送
と
云
こ
と
を
頼
み
て
、
己
が
身
上
は
人
の
手
に
渡
る
様
に
、
当
時
は

成
極
た
る
は
哀
な
る
こ
と
に
な
ろ
お
や
、
墨
寛
は
箸
一
本
に
て
も
、
銭
を
出
し
て
買
調
え
ざ
れ
ば
不
叶
こ
と
成
故
に
、
如
レ
此
成
た
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る
也
」
を
示
さ
れ
、
「
こ
れ
、
け
だ
し
、
当
時
次
第
に
顕
著
化
し
て
き
た
貨
幣
経
済
の
進
展
が
、
土
地
経
済
の
上
に
立
脚
し
て
い
る

封
建
杜
会
、
つ
ま
り
は
武
士
中
心
の
杜
会
に
、
極
め
て
好
ま
し
か
ら
ぬ
作
用
を
及
ぽ
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
・
商
人
の
力
が
漸
次
強
大
と
な
る
こ
と
を
、
極
度
に
い
け
な
い
と
す
る
見
解
に
外
な
ら
ぬ
。
」
と
緒
論
を
下
さ
れ
て
い
る
（
本
書
、

一
ニ
ニ
ー
一
四
頁
）
。

　
か
く
考
察
し
来
る
と
き
は
、
経
済
発
展
段
階
説
の
中
、
交
換
の
彩
態
か
ら
見
て
、
自
然
経
済
、
貨
幣
経
済
及
び
信
用
経
済
の
三
発

展
段
階
を
区
別
し
た
説
を
採
用
し
て
、
本
書
に
於
い
て
取
扱
わ
れ
た
諾
家
の
杜
会
・
経
済
説
を
、
味
読
す
れ
ば
、
一
〆
、
の
聞
、
無
限
の

興
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
本
書
全
篇
を
読
み
、
特
に
、
我
が
国
近
世
の
場
合
に
就
い
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
経
済
の
発
達
を
左
有
す
る
一
条
件
と

し
て
の
杜
会
制
度
な
る
も
の
の
影
響
で
あ
る
。
凡
斗
、
、
経
済
の
発
達
を
支
配
す
る
条
件
と
し
て
は
、
ン
、
の
国
の
白
然
、
人
類
、
社
会

制
度
が
、
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
書
の
研
究
対
象
た
る
「
封
建
杜
会
意
識
の
発
展
過
程
に
関
す
る
一
研
究
」
に
あ
っ
て
は
、
当
時
の
杜

会
制
度
の
根
幹
を
成
す
封
建
制
度
が
、
経
済
の
発
達
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
が
、
今
、
こ
の
事
実
史
の
研
究
は
、
直
接
、
本

書
の
内
容
で
は
な
い
と
し
て
も
、
思
想
を
通
し
て
、
よ
く
此
の
間
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
問
題
の
観
点
を
、
此

処
に
置
い
て
、
本
書
の
中
か
ら
、
若
干
の
個
処
を
引
用
し
て
見
よ
う
一
先
ず
、
武
士
土
着
論
に
就
い
て
の
租
休
の
説
、
　
「
何
れ
も
皆

上
下
の
困
窺
し
た
る
よ
り
、
世
の
乱
れ
を
生
じ
た
る
こ
と
は
古
今
一
轍
な
れ
ば
、
困
窺
に
可
レ
成
筋
を
第
一
に
可
二
吟
味
一
こ
と
也
、

云
ぱ
上
下
の
困
窺
を
救
う
道
と
し
、
別
に
奇
妙
な
る
妙
術
も
無
、
只
だ
の
賢
人
の
仕
方
に
は
有
て
、
今
の
世
に
は
關
た
る
こ
と
も
有
、

是
を
考
て
改
る
に
し
く
は
な
し
、
夫
は
如
何
様
の
こ
と
ヅ
、
と
云
に
、
古
の
聖
人
の
法
の
大
綱
は
、
上
下
万
氏
を
皆
土
に
在
着
て
、
其

の
上
に
礼
法
の
制
度
を
立
る
こ
と
是
後
の
大
綱
也
」
　
（
本
書
、
一
．
一
二
頁
）
、
世
禄
論
に
関
し
て
Ｏ
太
宰
春
蔓
の
論
、
　
「
日
本
当
代
の



臥
も
世
禄
に
て
、
国
恩
を
永
く
し
玉
う
、
是
神
祖
の
海
内
を
併
て
、
国
運
を
万
世
に
引
玉
え
る
道
也
、
然
れ
ど
も
国
に
仕
て
、
文
専

に
も
あ
れ
、
武
事
に
て
も
あ
れ
、
大
成
勲
業
を
建
た
る
者
は
、
子
孫
永
久
に
共
禄
を
世
に
し
て
、
共
祀
を
奉
ず
る
こ
と
、
上
の
恩
沢

に
て
、
人
君
の
臣
下
の
功
労
に
報
ず
る
道
、
か
く
あ
る
べ
き
義
也
、
大
勲
に
非
ら
ず
と
も
、
君
の
為
に
事
に
死
し
た
る
者
を
も
、
世

禄
に
し
て
其
子
孫
を
養
う
は
、
忠
義
を
勤
む
る
道
也
」
　
（
本
書
、
九
四
頁
）
、
是
等
封
建
制
度
の
根
幹
を
成
す
も
の
と
も
鬼
る
可
き
武

士
土
着
制
、
世
禄
制
等
を
是
認
、
肯
定
す
る
思
想
が
、
如
何
に
経
済
の
白
由
な
発
達
を
制
約
、
規
制
し
た
か
、
こ
の
点
は
、
著
者
が
、

常
に
、
問
題
を
肯
定
諭
、
修
正
論
、
否
定
論
に
三
別
し
て
考
察
さ
れ
る
態
度
に
む
り
、
最
も
明
白
に
教
え
ら
れ
た
処
で
あ
る
、
杜
会

制
度
と
経
済
の
発
達
と
の
関
係
、
是
を
我
が
国
近
世
の
場
合
に
就
い
て
説
く
も
の
、
蓋
し
、
本
書
の
如
き
、
そ
の
最
も
優
れ
た
る
参

考
文
献
の
一
で
あ
ろ
う
、
第
七
章
の
「
貿
易
論
」
に
於
い
て
も
、
　
「
貿
易
無
用
論
」
、
「
制
隈
的
貿
易
論
」
及
び
「
積
極
的
貿
易
論
」

に
分
ち
考
察
さ
れ
（
本
書
、
二
五
三
四
頁
以
下
）
、
山
片
轄
桃
の
「
夢
の
代
」
を
紹
介
さ
れ
て
、
そ
の
中
に
、
　
「
我
国
の
金
銭
銅
鉄
多

き
に
よ
り
て
、
万
国
み
な
是
を
求
む
、
故
に
薬
物
・
衣
般
・
器
玩
・
球
玉
を
費
ら
し
て
銅
鉄
に
易
ゆ
．
一
二
百
余
年
に
至
て
共
数
計
る

べ
か
ら
ず
、
す
で
に
正
徳
の
頃
、
白
石
先
生
此
数
を
あ
げ
て
外
国
へ
渡
す
こ
と
を
歎
ず
。
然
る
に
其
の
み
今
に
至
り
て
百
余
年
、
惜

げ
な
く
か
れ
へ
渡
さ
る
る
こ
と
な
る
に
、
金
銀
叉
銅
銭
の
不
足
の
事
な
し
、
白
石
先
生
の
時
は
、
如
此
外
国
へ
わ
た
さ
る
る
時
は
、

目
本
の
宝
貨
三
五
十
年
に
は
堀
果
る
よ
う
に
も
聞
え
し
に
、
い
ま
だ
何
の
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
此
上
百
年
二
百
年
過
る
と
も
、
亦
同

じ
こ
と
な
る
べ
し
」
と
説
け
る
を
指
摘
し
て
、
彼
を
以
っ
て
、
著
者
の
所
謂
、
積
極
的
貿
易
論
に
属
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
他
の

個
処
に
於
い
て
、
　
「
寛
永
の
耶
蘇
の
乱
後
よ
り
万
国
の
渡
海
を
禁
ぜ
ら
れ
、
漢
土
と
紅
毛
の
み
と
な
り
た
る
よ
り
外
国
の
憂
な
し
」

「
通
商
の
こ
と
は
、
清
と
紅
毛
に
隈
ら
れ
た
る
は
、
古
今
の
大
快
」
等
の
所
説
に
見
て
、
結
局
、
曙
桃
は
、
制
隈
的
貿
易
論
者
た
る

の
地
位
を
占
む
る
も
の
な
り
と
断
じ
、
ン
、
の
理
由
を
説
明
し
て
、
著
者
は
、
「
要
す
る
に
、
ン
、
れ
は
、
当
時
の
時
代
的
制
約
が
、
ン
、
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う
さ
せ
た
と
い
う
の
外
は
な
い
。
け
だ
し
、
彼
の
当
時
は
、
わ
が
国
産
業
の
発
達
は
、
こ
れ
を
初
期
・
中
期
に
く
ら
べ
れ
ば
、
相
当

見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
鎮
国
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
、
よ
り
一
層
こ
れ
を
発
達
さ
す
べ
き
刺
戟
が
乏
し
く
、
な
お
限
ら
れ
た

市
場
の
ゆ
え
に
、
局
限
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
積
極
的
貿
易
論
ま
で
進
む
こ
と
を
坊
げ
て
い
た
の
に
よ
る
と
思
う
。
も
っ

と
も
、
ど
う
し
て
、
こ
の
時
代
的
制
約
を
つ
き
や
ぶ
っ
て
ま
で
、
彼
が
そ
の
論
旨
を
徹
底
さ
せ
得
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
結
局
は
、

彼
自
身
の
眼
界
が
、
そ
こ
ま
で
に
至
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
わ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
」
　
と
結
ん
で
い
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
本
書
、
二
六
九
－
七
〇
頁
）
。
然
し
、
こ
の
最
後
の
所
論
は
、
む
し
ろ
、
時
代
的
制
約
の
方
が
、
蓬
か
に
、
大
な
る
勢
力
、
影
響
を
持

つ
も
の
と
見
る
方
が
、
適
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
制
度
が
一
度
び
固
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
変
改
、
楚
に
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
し
て
、
彼
の
租
休
が
、
武
士
の
土
を
離
れ
た
こ
と
を
、
族
宿
な
り
と
し
て
、
是
は
、
武
士
の
た
め
不
利
な
り
と
断
じ
、
ン
、

の
再
び
、
土
着
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
所
論
を
、
左
に
引
用
し
て
見
よ
う
、
「
大
名
国
持
よ
り
諾
士
知
行
取
皆
そ
の
如
く
郷
土
と
云

を
特
た
ず
、
雲
の
根
を
雛
れ
た
る
様
な
る
境
界
哀
れ
な
る
次
第
な
り
、
是
太
閤
秀
吉
の
時
よ
り
大
名
に
所
替
と
云
事
起
り
た
る
よ
り
、

城
下
に
家
来
諾
士
を
集
め
、
何
時
た
り
と
も
所
替
す
る
風
俗
と
な
れ
り
、
共
時
代
は
諾
大
名
の
勢
を
弱
め
乱
を
制
す
る
術
な
り
と
も
、

後
は
日
本
の
困
究
と
な
り
武
道
に
宜
し
か
し
ず
、
大
名
所
替
一
切
停
止
あ
り
て
共
家
中
皆
知
行
を
与
え
て
各
里
方
に
届
住
せ
し
め
ば
、

軍
兵
の
数
昔
に
返
り
、
Ｒ
本
武
道
の
再
興
と
な
る
べ
し
大
切
な
る
こ
と
な
り
」
。

　
以
上
、
本
書
の
数
章
に
就
い
て
、
ン
、
の
読
後
の
所
感
を
普
き
綴
ご
／
こ
Ｏ
で
あ
る
が
、
終
り
に
、
著
書
の
採
ら
れ
た
研
究
方
法
に
関

し
て
、
二
一
ｎ
し
度
い
、
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
、
随
処
に
述
べ
た
処
で
あ
る
が
、
著
者
が
、
ン
、
の
「
世
禄
論
」
中
の
締
言
に
於
い
て
、

「
思
う
に
、
封
姓
杜
会
も
一
つ
の
歴
史
的
発
展
段
階
で
あ
る
、
ン
、
れ
は
生
成
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
て
生
成
し
、
又
、
没
落
す
べ
き
理

由
が
あ
っ
て
没
落
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
通
り
（
本
詳
、
一
〇
二
頁
）
、
あ
く
ま
で
、
発
展
史
的
見
地
（
§
暮
一
・
を
…
口
ｑ
・
・
苓
－



孝
一
葦
一
に
商
し
て
・
径
纂
展
の
理
法
を
語
え
た
態
度
で
奪
一
こ
の
二
と
は
、
多
く
の
讐
に
、
”
一
、
の
砦
見
ざ

る
処
と
し
て
・
特
に
・
注
意
す
可
き
点
一
参
・
と
思
う
．
而
か
も
、
若
季
ｆ
第
三
章
二
基
論
一
止
・
緒
論
、
一
於
い
て
、
「
当

時
の
学
者
．
論
寡
・
い
ず
れ
も
・
こ
の
点
に
関
し
て
全
丘
目
目
で
あ
つ
た
と
は
い
を
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
、
杜
会
．
経

済
墨
誓
豪
題
と
し
…
れ
高
題
と
す
る
と
き
、
や
は
り
、
完
と
い
つ
て
妾
字
を
以
て
残
荒
た
と
こ
ろ
を
通
じ
て
こ

茎
窺
う
吉
外
は
な
い
の
で
あ
一
て
・
内
心
、
彼
等
が
こ
れ
と
別
に
、
ド
こ
の
よ
う
に
考
え
た
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
単
妻

推
測
で
問
題
と
す
る
こ
と
は
・
差
控
え
な
け
注
な
ら
ぬ
の
一
一
あ
る
。
一
と
述
べ
て
い
え
る
晋
一
奪
、
夏
頁
一
、
史
料
と
し

て
残
さ
れ
た
事
実
に
即
し
て
・
事
実
の
示
す
と
こ
ろ
に
基
い
て
、
客
観
的
に
研
究
せ
え
、
理
論
に
拘
泥
し
て
、
事
実
を
判
断
さ
れ

る
が
如
き
こ
と
、
本
書
を
通
じ
て
、
毫
も
、
こ
れ
を
見
な
か
つ
た
の
は
、
類
書
、
稀
な
る
存
在
で
あ
ろ
う
。

筆
を
欄
く
に
当
一
て
・
薯
に
望
む
処
は
、
思
螢
の
背
景
を
成
す
夫
六
の
事
実
に
関
し
て
、
簡
単
義
明
が
欲
し
か
つ
た
こ
と

で
あ
る
・
我
が
江
戸
時
代
は
・
中
央
集
権
的
基
国
家
の
時
代
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
叉
、
一
面
に
於
い
て
は
、
各
藩
の
独

自
性
認
め
ら
れ
・
瞥
・
あ
た
か
も
・
国
家
中
に
於
け
る
国
家
の
如
き
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
福
田
博
士
、
曾
て
、
そ

の
名
著
「
果
径
済
嵩
一
に
於
い
て
・
・
幾
多
の
経
済
学
説
の
究
る
亦
此
の
時
に
在
り
。
博
学
の
士
多
く
大
名
の
顧
問
に
任
ぜ
ら

れ
・
そ
の
著
書
は
今
日
尚
当
時
の
経
済
状
警
察
す
る
に
最
も
貴
碧
る
資
料
を
供
す
室
の
な
り
。
一
と
述
べ
完
し
如
く
一
福
田

徳
三
著
・
坂
西
由
蔵
訳
・
日
本
経
済
史
論
二
四
一
頁
）
・
夫
々
の
杜
会
、
経
済
学
説
に
は
、
白
Ｈ
か
ら
、
特
殊
の
経
済
事
情
が
、
、
／
、
の
背
景
を

成
し
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
・
本
書
を
読
ん
だ
人
で
こ
の
感
を
起
す
も
の
、
然
り
筆
者
の
み
で
は
な
い
と
思
う
、
然
し
、
浴
ね
く
、

先
賢
の
思
想
を
精
研
さ
れ
て
・
体
系
あ
る
思
蟹
に
ま
と
め
ら
れ
た
努
力
に
は
、
真
に
、
驚
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
呆
荏
．

の
研
究
に
・
叉
・
売
哲
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
上
に
、
著
者
の
、
功
績
は
、
楚
に
、
大
な
り
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

　
　
　
我
国
番
の
嚢
嚢
一
下
一
一
淡
川
一
　
　
　
・
一
　
　
　
旦
七
…
九
一
う



，
、
・
一
、
戸
」
一
．
、
パ
、
麦
、
、
口
．
，
、
、
、
専
、
省
、
∴
へ
一
，
，
．
幸
、
コ
も
、
ガ
仙
、
、
・
，
，
∴
、
・
キ
，
．
、
一
ノ
言
－
．
、
，
、
一
、
、
、
一
，
、
点
一
、
∴
，
一
パ
”
、
、
。
川
二
．
、
．
、
、
一
、
、
．
一
，
舌
・
，
．
い
，
、

　
器
嚢
象
一
第
二
巻
・
第
奪
一
　
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
七
二

大
山
敷
太
郎
著
、
近
世
巨
本
の
社
会
・
経
済
思
想
　
　
封
建
肚
会
意
識
の
発
展
過
程
に
関
す
る
一
研
究

Ａ
五
版
．
本
文
三
二
六
、
附
録
第
一
・
近
世
目
本
の
杜
会
・
経
済
思
想
に
関
す
る
重
要
文
献
（
解
説
と
批
判
）
一
五
頁
・

昭
和
廿
八
年
・
京
都
、
三
和
書
房
発
行

（
五
九
四
）

附
録
第
二
・
索
引
一
九
頁


